
いちごドリルプリント

明治維新 名前

問1 明治政府は、欧米の進んだ技術や学問を導入して日本の近代化を急ぐため、国家予算の多くを割いて高い給与で外国人を招きました。近代産業
の育成や教育、文化の発展に大きく貢献したこれらの人々の総称として、最も適切なものはどれですか。 （2024年 神奈川県公立入試 類似）

1. 遣隋使 2. 南蛮人 3. 渡来人 4. お雇い外国人

問2 明治政府が地租の納税方法を、それまでの「米」から「現金」に、また基準を「収穫量」から「地価」に変更した最大の目的は何ですか。
（2023年 長野県公立入試 類似）

1. 農村での米の流通を制限し、都市
部での商工業の発展を優先させるた
め。

2. 江戸時代から続く地主と小作人の
関係を解消し、すべての農民を自作
農にするため。

3. 地価を下げることで小作人の負担
を軽減し、大規模な土地所有を制限
するため。

4. 天候による豊作・凶作の影響を受
けずに、政府が安定した税収を得ら
れるようにするため。

問3 明治政府が最優先課題として取り組んだ不平等条約の改正において、具体的にどのような状態の解消を目指したか。 （2016年 北海道公立入試 類似）

1. 多額の賠償金を支払い、領土の一
部を割譲している状態

2. 領事裁判権を認め、関税自主権が
ない状態

3. キリスト教の布教を禁止し、貿易
を制限している状態

4. 外国軍の駐留を認め、軍備の保有
を禁止されている状態

問4 1868年から始まった戊辰戦争において、旧幕府軍が最終的な拠点として立てこもり、最後の激戦地となった北海道函館市にある星形の城郭を何
といいますか。 （2024年 徳島県公立入試 類似）

1. 大阪城 2. 江戸城 3. 五稜郭 4. 鶴ヶ城（若松城）

問5 明治政府が廃藩置県などの改革を通じて、地方の権限を中央政府へ集中させた目的として、最も適切な説明はどれですか。 （2025年 和歌山県公立入試

類似）

1. 住民が選挙によって知事を選べる
ようにし、地方自治の仕組みを早期
に確立すること

2. 地方ごとに独自の法律や通貨を認
め、各地域の特色を活かした経済発
展を促すこと

3. 欧米列強に対抗できる国力を養う
ため、軍事や徴税の仕組みを全国で
一元化すること

4. 各地の旧藩主に引き続き地方統治
を任せることで、新政府への反発を
抑えること

問6 地租改正に際して、政府は全国で土地の測量を行い、地価や所有者を記した「地券」を発行しました。この制度において、政府に対して直接納
税の義務を負うことになったのはどのような人物ですか。 （2021年 岐阜県公立入試 類似）

1. 廃藩置県によって領地を失った旧
藩主

2. 地券を交付された土地の所有者 3. 実際にその土地を借りて耕作して
いる小作人

4. 村全体を代表して税をとりまとめ
る庄屋

問7 明治政府が北海道の開拓において、単なる農民の移住ではなく「屯田兵」という制度を採用した理由として、当時の社会情勢を踏まえた説明と
して最も適切なものを選びなさい。 （2020年 新潟県公立入試 類似）

1. アイヌの人々から土地を買い取る
ための交渉役として軍人が必要だっ
たため

2. 江戸時代の身分制度を維持し、武
士が農民を支配する仕組みを作るた
め

3. 海外への輸出を目的とした軍事用
物資の生産を専門に行わせるため

4. 秩禄処分などによって生活に困窮
した士族に、職と役割を与えるため

問8 明治6年の政変において、西郷隆盛や板垣退助らが主張した征韓論に対し、欧米視察から帰国した大久保利通らが強く反対した。その際の彼らの
主張内容として最も適切なものはどれか。 （2016年 北海道公立入試 類似）

1. 対外戦争を行うよりも、国内の産
業や制度を整備して国力を充実させ
るべきである

2. 鎖国政策に戻り、外国との関わり
を絶つことで国内の安定を図るべき
である

3. 朝鮮との国交よりも、清との軍事
同盟の締結を急ぐべきである

4. 武力を用いてでも朝鮮を開国させ
、国威を示すべきである

問9 1871年に行われた廃藩置県により、現在の和歌山県域では和歌山県、田辺県、新宮県の三つの県が置かれたのち、和歌山県として統合されまし
た。明治政府がこのように地方の権限を中央に集中させ、国家の統一と統治能力の強化を目指した政治体制を何と呼びますか。 （2025年

和歌山県公立入試 類似）

1. 地方分権 2. 藩閥政治 3. 大正デモクラシー 4. 中央集権

問10 1872年に明治政府が公布した、日本最初の近代的で統一的な学校制度を何というか、名称を答えなさい。 （2020年 愛知県公立入試 類似）

1. 教育基本法 2. 義務教育令 3. 学制 4. 学校教育法

問11 明治政府が1873年に発布した、近代的な軍隊をつくるための法令について説明します。この法令は「国民皆兵」を原則としており、満20歳にな
った男子に対して、それまでの身分に関わらず兵役の義務を課すものでした。この法令の名称として正しいものを選びなさい。 （2026年

鹿児島県公立入試 類似）

1. 治安維持法 2. 徴兵令 3. 国家総動員法 4. 廃刀令

問12 明治維新の三大改革のうち、満20歳になった男子に兵役の義務を課した法令と、満6歳以上のすべての男女が小学校に通うことを定めた教育制度
の組み合わせとして正しいものを、次のうちから選びなさい。 （2023年 島根県公立入試 類似）

1. 学制と版籍奉還 2. 徴兵令と学制 3. 徴兵令と地租改正 4. 地租改正と廃藩置県

問13 日本の歴史において、19世紀の近代的な政治の特徴として「中央集権国家のしくみが整う」という記述がなされることがあります。この動きの
中心的な役割を担った人物としてふさわしいものを選びなさい。 （2016年 福岡県公立入試 類似）

1. 徳川家光 2. 天武天皇 3. 木戸孝允 4. 足利義満

問14 明治政府の基本政策である「富国強兵」を実現するため、近代的な軍事力を整える目的で1873年に発令され、満20歳以上の男子に兵役の義務を
課した法令を選択せよ。 （2017年 富山県公立入試 類似）

1. 地租改正 2. 廃藩置県 3. 学制 4. 徴兵令
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

お雇い外国人
明治政府は「富国強兵」や「殖産興業」をスローガンに掲げ、急速な近代化を図るために欧米
から優れた技術者や学者を招きました。彼らは官営模範工場の運営指導、鉄道建設、大学での
教育、さらには法令の整備など、多岐にわたる分野で指導的な役割を果たし、日本の発展の基
礎を築きました。

問2 答え 4
天候による豊作・凶作の影響を受けずに、政
府が安定した税収を得られるようにするため
。

江戸時代の年貢制度では、収穫量によって税収が変動するため、政府の予算編成が不安定でし
た。地価を基準とした定額の金納制度に転換することで、政府は天候に左右されることなく、
近代国家の運営に必要な資金を計画的に確保できるようになりました。なお、小作人と地主の
関係解消（自作農の創設）は、第二次世界大戦後の農地改革の特色です。

問3 答え 2
領事裁判権を認め、関税自主権がない状態

不平等条約の核心は、日本にいる外国人を日本の法律で裁けない「領事裁判権（治外法権）」
を相手国に認め、輸入品にかける税率を日本が自由に決められない「関税自主権」が欠如して
いる点にありました。

問4 答え 3
五稜郭

戊辰戦争は1868年の鳥羽・伏見の戦いに始まり、東北での戦いを経て、1869年に北海道の函
館にある五稜郭で旧幕府軍が降伏するまで続きました。五稜郭は西洋の築城技術を取り入れた
星形の城郭で、幕末に北方警備の拠点として造られたものです。

問5 答え 3
欧米列強に対抗できる国力を養うため、軍事
や徴税の仕組みを全国で一元化すること

当時の日本は、欧米列強に対抗できる強い国を作る必要がありました。そのためには、各藩が
バラバラに持っていた権力を取り上げ、政府が全国の資源や兵力を直接動かせる体制を築くこ
とが不可欠でした。この体制により、徴兵制や地租改正といった全国共通の制度が実施可能と
なりました。

問6 答え 2
地券を交付された土地の所有者

明治政府は、土地の測量結果や地価を記した「地券」を土地の所有者に発行しました。これに
より、誰がその土地の権利を持っているかを明確にすると同時に、地券を保持している「土地
の所有者」に納税の義務を課しました。これによって、江戸時代の村単位の納税（村請制）か
ら、個人単位での納税へと近代化されました。

問7 答え 4
秩禄処分などによって生活に困窮した士族に
、職と役割を与えるため

明治政府による秩禄処分（家禄の廃止）などで特権を失った士族は、各地で反乱（士族の反乱
）を起こすなど社会不安の要因となっていました。屯田兵は、これら生活に困った士族を北海
道の警備と開拓に従事させることで、士族の救済と北方の防衛という二つの課題を同時に解決
しようとした制度です。

問8 答え 1
対外戦争を行うよりも、国内の産業や制度を
整備して国力を充実させるべきである

大久保利通や岩倉具視らは、岩倉使節団として欧米諸国を視察し、その圧倒的な国力を目の当
たりにしたため、対外的な武力行使よりも、まずは国内の政治・経済・教育などを整備し、国
力を充実させること（内治）を最優先すべきだと考えた。

問9 答え 4
中央集権

廃藩置県は、江戸時代から続いた藩を廃止して全国を政府の直接統治下に置くための改革でし
た。中央から府知事や県令を派遣することで、軍事や税金の管理権限を中央政府に一本化し、
近代国家としての基盤を固める狙いがありました。

問1
0

答え 3
学制

明治政府は、欧米列強に対抗できる近代的な国家をつくる（富国強兵・殖産興業）ためには国
民全体の知識向上が不可欠であると考えました。そのため、1872年に日本で初めての体系的
な教育制度を定め、身分や性別に関わらず全ての国民が教育を受けることを目指しました。戦
後の教育基本法などと混同しないよう注意が必要です。

問1
1

答え 2
徴兵令

明治時代、政府は富国強兵を推し進めるために軍制の改革を行いました。それまでの江戸時代
では、戦うことは武士という特定の身分にのみ許された特権であり義務でしたが、この法令に
よって身分を問わずすべての男子が国民として兵役を担う「国民皆兵」の仕組みが整えられま
した。

問1
2

答え 2
徴兵令と学制

明治政府は、欧米列強に対抗できる近代国家をつくるため、「富国強兵」のスローガンのもと
で大規模な改革を行いました。このうち、国民皆兵の原則に基づき軍隊を組織しようとしたの
が1873年の徴兵令であり、国民の知識水準を引き上げるために全ての子供に教育を受けさせ
ようとしたのが1872年の学制です。

問1
3

答え 3
木戸孝允

日本の歴史上、複数の時代で中央集権化の試みが見られますが、19世紀後半の明治維新期に、
西洋の近代国家をモデルにして全国を一括して統治する仕組みを築いたのは木戸孝允です。他
の選択肢は、古代や中世、近世において権力を確立した人物であり、明治維新の改革者ではあ
りません。

問1
4

答え 4
徴兵令

富国強兵のうち「強兵」を実現するためには、それまでの武士による軍隊ではなく、国民全体
から兵士を集める近代的な軍制が必要でした。そこで政府は、教育制度を整える「学制」の翌
年にこの法令を出し、国民皆兵の基盤を作りました。


